
江
戸
時
代
の
た
め
池
に
つ
い
て（
１
）
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ま
ち
の
史
跡
め
ぐ
り

町
文
化
財
専
門
委
員

石
瀧  

豊
美

　﹃
筑
前
国
続
風
土
記
﹄は
江
戸
時
代

の
福
岡
藩
の
学
者 

貝
原
益
軒
の
著

作
で
、
奈
良
時
代
に
編
さ
ん
さ
れ
た

「
風
土
記
」を
継
続
す
る
と
い
う
意
味

で
、
続
風
土
記
と
い
う
名
が
付
い
て

い
ま
す
。
当
時
の
福
岡
藩
の
地
誌（
地

理
や
歴
史
を
記
し
た
本
）で
、
巻
之
二

に「
大
塘
」に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
ま

す
。
塘
は
堤
と
同
じ
意
味
で
、
本
来

は
土
手
で
す
が
、
福
岡
で
は
池
を
指

し
ま
す
。

○
大
塘

　八
所

白
水
村

　那
珂
郡

勝
浦
村

　宗
像
郡

植
木
村

　鞍
手
郡

井
原
村

　怡
土
郡

千
鳥

　裏
糟
屋
郡
席
内
村

鹿し
し
ぶ府

　裏
糟
屋
郡
鹿
府
村

駕か
よ
い
ち
よ
う

輿
丁

　表
糟
屋
郡
中
原
村

松
延
村

　夜
須
郡

　筑
前
国
福
岡
藩
領
の
代
表
的
な
大

池
八
か
所
の
内
、
糟
屋
郡
に
は
三
か

所
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
裏

糟
屋
郡
は
糟
屋
郡
北
部
を
言
い
、
そ

れ
ぞ
れ
現
在
は
古
賀
市
に
属
し
、
表

糟
屋
郡
は
糟
屋
郡
南
部
で
、
中
原
は

粕
屋
町
仲
原
で
す
。

　千
鳥
ヶ
池（
古
賀
市
久
保
）に
つ
い

て
は
、「
底
な
し
の
池
と
い
わ
れ
、
干

天︿
�
干
ば
つ
﹀に
も
か
れ
ず
、
池
を

く
み
干
そ
う
と
す
れ
ば
必
ず
豪
雨

に
見
舞
わ
れ
る
と
伝
え
、
宗
像
郡
と

裏
粕
屋
地
方
の
雨
乞
の
場
所
と
さ
れ

た
」（﹃
角
川
日
本
地
名
大
辞
典
・
福
岡

県
﹄）と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　同
辞
典
に
は
駕
与
丁
池（
現
在
は

輿
を
与
に
置
き
換
え
て
表
記
）に
つ

い
て
、

「
福
岡
平
野
最
大
の
規
模
で
、
周
辺

に
は
多
数
の
溜
池
が
分
布
す
る
。
駕

与
丁
池
は
沖
積
平
野
に
枝
状
に
延
び

た
小
丘
の
末
端
部
を
堤
高
19
メ
ー

ト
ル
、
堤
長
２
６
０
メ
ー
ト
ル
の
堤

防
で
囲
ん
だ
も
の
で
、
元
禄
一
〇
年

︿
一
六
九
七
﹀の
築
造
と
伝
え
る
。

明
和
元
年
の
堤
・
井い

樋び

の
改
修
工
事
の

記
録
で
は
、
池
床
20
町
７
反
歩
、
堤

長
１
３
６
間
、
根
置
29
間
で
、
築
造
に

は
、
延
べ
10
万
人
以
上
の
労
役
に
よ

り
数
年
を
要
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

現
粕
屋
町
お
よ
び
福
岡
市
東
区（
多
々

良
・
箱
崎
地
区
）の
耕
地
８
０
０
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
潤
し
た
が
、
開
墾
に
よ
る

灌
漑
面
積
の
増
加
、
旱
魃
な
ど
に
よ

り
用
水
不
足
の
年
が
多
く
な
り
、
明

和
九
年︿
一
七
七
二
﹀に
新
大
間
池
を

築
造
。
寛
政
一
二
年︿
一
八
〇
〇
﹀、

駕
与
丁
池
の
仕
掛
水
路
の
完
成
と
井

堰
の
増
設
が
行
わ
れ
、
文
化
一
八
年

︿
一
八
二
一
﹀に
は
新
大
間
池
の
仕
掛

水
路
が
完
成
し
、
余
水
は
駕
与
丁
池
・

古
大
間
池
・
敷
縄
池
に
も
注
い
だ
。」と

あ
り
ま
す（
数
字
と
単
位
は
表
記
を
変

え
て
い
ま
す
）。

　駕
与
丁
池
は
粕
屋
町
で
す
が
、
一

部
須
恵
町
と
接
し
、
新
大
間
池
は
水

面
の
半
分
以
上
が
須
恵
町
に
属
し
ま

す
。
県
道
35
号
線（
主
要
地
方
道
筑

紫
野
古
賀
線
）で
は
渋
滞
緩
和
の
た

め
に
四
車
線
化
の
工
事
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
門
松
交
差
点
を
迂
回

す
る
バ
イ
パ
ス（
高
架
橋
）は
新
大
間

池
に
橋
脚
を
建
て
て
、
そ
の
上
を
通

過
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　町
内
に
も
多
く
の
た
め
池
が
あ
り

ま
す
が
、
江
戸
時
代
ま
た
は
そ
れ
以
前

に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
す
。
た
め
池

は
一
般
に
農
業
用
水
を
確
保
す
る
の

が
目
的
で
し
た
が
、
現
在
で
は
遊
水
池

な
ど
の
防
災
機
能
も
兼
ね
て
い
ま
す
。

　農
林
水
産
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。「
た

め
池
と
は
、
降
水
量
が
少
な
く
、
流

域
の
大
き
な
河
川
に
恵
ま
れ
な
い
地

域
な
ど
で
、
農
業
用
水
を
確
保
す
る

た
め
に
水
を
貯
え
取
水
が
で
き
る
よ

う
、
人
工
的
に
造
成
さ
れ
た
池
の
こ

と
で
す
。
た
め
池
は
全
国
に
約
20
万

箇
所
存
在
し
、
特
に
西
日
本
に
多
く

分
布
し
て
い
ま
す
。

　た
め
池
の
約
70
％
は
江
戸
時
代
以

前
に
築
造
さ
れ
、
築
造
に
あ
た
っ
て

は
、
各
地
域
に
お
い
て
試
行
錯
誤
を

繰
り
返
し
て
得
ら
れ
た
経
験
を
も
と

に
造
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
ま
す
。

　た
め
池
の
水
は
、
農
業
用
水
と
し
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て
だ
け
で
な
く
、
生
物
の
生
息
・
生
育

の
場
所
の
保
全
、
住
民
の
憩
い
の
場

の
提
供
な
ど
、
多
面
的
な
機
能
を
有

し
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
降
雨
時
に
は
雨
水
を
一
時
的

に
た
め
る
洪
水
調
整
や
土
砂
流
出
の

防
止
な
ど
の
役
割
や
地
域
の
言
い
伝

え
や
祭
り
な
ど
の
文
化
・
伝
統
の
発
祥

と
な
っ
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。」

　こ
こ
で
言
う「
言
い
伝
え
」と
は
水

神
・
龍
神
の
伝
説
や
人
柱
伝
説
な
ど
を

指
す
の
で
し
ょ
う
。
そ
れ
ら
が
地
名

の
由
来
と
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　誰
が
た
め
池
を
作
っ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
江
戸
時
代
に
は
土
木
・
建
設
業

者
は
い
ま
せ
ん
。
大
規
模
な
土
木
事

業
は
い
ず
れ
も
地
域
の
人
た
ち
の
出

ご
と
、
公く

役や
く

に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
ま

し
た
。
農
村
部
に
住
ん
だ
人
た
ち
の

内
、
15
歳
以
上
60
歳
以
下
の
人
た
ち

は
公
役
を
負
担
す
る
義
務
を
負
い
ま

し
た
。
年
間
何
日
か
、
交
代
で
人
夫

と
し
て
土
木
事
業
に
従
事
し
た
の
で

す
。
た
め
池
築
造
、
道
路
補
修
、
橋
の

架
け
替
え
や
時
に
は
海
岸
部
の
埋
立

（
干
拓
）な
ど
が
そ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

言
い
換
え
る
と
、
た
め
池
は
私
た
ち

の
郷
土
の
先
輩
た
ち
が
自
ら
築
い
た
、

そ
の
痕
跡
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　篠
栗
方
面
か
ら
新
大
間
池
に
水
を

送
る
水
路（
仕
掛
溝
）は
地
中
の
岩
盤

を
く
り
ぬ
い
た
も
の
で
、
当
時
は
人

力
し
か
頼
る
も
の
が
な
く
、
難
工
事

だ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
水

路
が
駕
与
丁
池
に
も
水
を
運
び（
灌

漑
用
水
）、
ひ
い
て
は
そ
の
下
流
域
、

粕
屋
町
か
ら
箱
崎
に
至
る
水
田
を
潤

し
た
の
で
す
。

　篠
栗
町
乙
犬
に
地
下
水
路
の
入
口

が
あ
り
、
そ
の
解
説
板
に
は
次
の
よ

う
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。（
隧
道
は
ト

ン
ネ
ル
の
こ
と
。）

「
新
大
間
堤
仕
掛
水
路
井
山
隧
道

（
入
口
）

　こ
の
水
路
の
ト
ン
ネ
ル
は
江
戸
時

代
文
政
四
年（
一
八
二
一
年
）に
完
成

し
ま
し
た
。
当
時
、
糟
屋
郡
一
帯
は

確
実
な
水
源
が
な
く
、
た
び
た
び
干

ば
つ
や
凶
作
に
悩
ま
さ
れ
続
け
て
い

ま
し
た
。
戸
原
村（
現
粕
屋
町
）の
大

庄
屋
で
あ
っ
た
長
卯
平
は
、
水
不
足

を
解
消
す
る
た
め
に
若
杉
山
の
豊
富

な
谷
水
を
新
大
間
池
や
駕
輿
丁
池
に

導
水
す
る
計
画
を
た
て
、
若
杉
村
・
尾

仲
村
・
乙
犬
村（
現
篠
栗
町
）、
植
木

村
・
本
合
村（
現
須
恵
町
）な
ど
五
ヶ

村
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
文
化
十
二

年（
一
八
一
五
年
）に
工
事
に
着
手
し

ま
し
た
。
順
調
な
工
事
の
よ
う
に
見

え
ま
し
た
が
、
こ
の
井
山
付
近
は
岩

盤
が
厚
く
、
難
工
事
と
な
り
資
金
不

足
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
博
多
の

豪
商
で
あ
っ
た
立
石
久
明（
戸
原
村

出
身
）は
郷
土
の
苦
難
を
知
り
、
数

万
両（
約
20
億
円
）に
及
ぶ
資
金
提
供

を
行
い
、
全
長
約
４
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
る
水
路
が
７
年
の
歳
月
を
か

け
て
完
成
し
ま
し
た
。
文
政
七
年

（
一
八
二
四
年
）に
は
、
駕
輿
丁
池
に

も
分
水
さ
れ
約
２
万
人
の
人
々
が
恩

恵
を
受
け
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
掛
水
路
を
流
れ
る
水
は
、
現

在
で
も
多
く
の
水
田
を
潤
し
続
け

て
お
り
、
た
い
へ
ん
重
要
な
史
跡
と

な
っ
て
い
ま
す
。」（
作
成

　粕
屋
町

教
育
委
員
会
な
ど
。）

　な
お
こ
の
隧
道
は「
山
の
高
さ
23
・

３
メ
ー
ト
ル
、
ト
ン
ネ
ル
部
分
の
全

長
79
・
２
メ
ー
ト
ル
、
幅
１
・
７
メ
ー

ト
ル
」と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
　

写真２

　井山隧道の説明板（篠栗町乙犬）

写真３

　井山隧道説明板の水路絵図（部分拡大）

　 地下水路を通った水は新大間池（須恵町・粕屋町）から古野浦池（須恵町）を経て駕輿丁池（粕

屋町）へと流れ込んでいることがわかります。新大間池からは古大間池（粕屋町）にも分岐し

ています。

写真１

　井山隧道（地下水路）の入口
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